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４ 部局進行管理 

 部局進行管理票Ｂ 

市民政策部長

岸本　泰三

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

 【成果】

①　新財務システムの再構
築に取り組みます。

②　合併地区において地域
コミュニティ組織を構築し，
地区公民館のコミュニティ
センター化を進め，指定管
理者制度を導入します。ま
た，各種団体への補助金
等の一元化を図るととも
に，集会所新築等補助金お
よび防犯等設置補助金の
見直しを進めます。

③　ＮＰＯ等との協働を推進
します。

④　平成２０年度から，やす
らぎ苑に指定管理者制度を
導入します。

⑤　住民基本台帳カード対
応型の自動交付機を導入
するとともに対象証明の拡
大に取り組みます。

⑥　平成２０年度から，庵治
文化館に指定管理者制度
を導入します。

⑦　高松市文化芸術財
団の指定管理者制度の見
直しに当たっては，真に公
立ホールの活性化につな
がるような見直しを検討し
ます。

目標達成度

取組項目　５６件

【取組・進捗状況】
　実施済　　２１件
　着手済　　２９件
　未着手　　　２件
　中止
　未到来　　　４件

【効果額】
　歳入　　　　　７４９千円
　歳出　　７９，３９３千円

　 計　　　８０，１４２千円

　旧高松市内４１コミュニティセンターに対して，指定管理者制度を導入し，地元のコ
ミュニティ協議会に管理運営を委託することにより，より一層地域に密着した市民
サービスの提供を図りました。
　地域の各種団体に対する補助金等について，地域ふれあい交流事業，地域で高
齢者を支えあう事業および地区文化祭事業の３事業の補助金を「地域まちづくり交
付金」として一元化しました。
　自治会集会所新築補助金について，優先度を判断する基準を設定し，また，自治
会集会所改修補助金について，補助対象事業の見直しを実施しました。
　やすらぎ苑の指定管理者導入に向けて，高松市斎場条例の改正や公募説明会の
開催等を行いました。平成２０年度から指定管理者制度を導入します。
　市民サービスの向上や事務処理の効率化のため戸籍事務の電算化を図り，一次
計画の現在戸籍，戸籍附票のシステムは平成１９年１月２０日から稼動，二次計画
の除籍・改製原戸籍の電算化は，１９年１１月２６日から稼動しました。

今年度（２０年度）の取組方針

　地方分権時代の本格的な到来により，これまで以上に自主自立のまちづくりが必要と
なっています。地域自らのまちづくりを推進するため，コミュニティ協議会が主体的に行
うまちづくり活動を支援し，地域の各種事業・団体等に対して交付される補助金を地域
コミュニティ協議会に一元化して交付することを進めるとともに，地域コミュニティ協議会
にコミュニティセンターの管理運営を委託するなど，地域コミュニティの自立・活性化を
支援するほか，新たに導入した協働推進員制度を活用し，参加・協働で進めるコミュニ
ティを軸としたまちづくりを推進します。また，文化施設等の効率的運営に努め，地域社
会の活性化につなげてまいります。

【課題】
　指定管理者制度の導入については，指定管理者として妥当かどうか等の検討を行う
など，目標達成度が低い項目もありますが，今後，目標達成に向け，実効性が上がる
よう取り組む必要があります。

１．所掌事務

　　総合企画および総合調整に関する事項
　　地域振興その他市民生活に関する事項
　　人権啓発に関する事項
　　国際交流に関する事項
　　美術館に関する事項

　男女共同参画に関する事項
　戸籍および住民基本台帳に関する事項
　文化に関する事項
　スポーツに関する事項
　市民文化センターに関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　２３件
　おおむね達成　　　　１３件
　ある程度達成　　　　１０件
　やや下回っている　 　３件
　かなり下回る　　　　　 ３件
　全く出来なかった

成果と課題

①

②

③

④

⑤

平成１９年度　実績報告

（写真）
部局名 市民政策部

正規職員数 所管課数

365 9 5 62
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総務部長

石垣　佳

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

  【成果】

今年度（平成２０年度）の取組方針

①

②
③

④

⑤

　「高松市職員数の適正化計画」に基づき，引き続き，職員数の適正化に取り組み
ます。
　人事評価制度の試行実施をします。
　接遇については，さわやかサービス運動の施策推進を図り，市民アンケートの継
続実施や市民サービスガイドの活用などにより，市民満足度の向上に努めます。
　財務会計システムの２１年度からの一部運用開始に向けて，引き続き，再構築に
取り組みます。
　目標達成度の低い項目があった「事務事業の改革」「職員の意識改革と育成」など
について，目標達成に向けた取組みに努めるほか，実施に当たっては，実効性が上
がるよう取り組みます。

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

【課題】
　平成１９年度においては，概ね計画どおり実施できましたが，今後，目標の達成に向
け，実効性が上がるよう取り組む必要があります。

重点項目①
　・「高松市職員数の適正化計画」を策定するとともに，水道・消防部門を除き，８９
人を削減しました。
重点項目②
　・新たに公務員倫理研修や，女性職員エンパワー研修，住民と行政の協働研修を
実施し，研修制度の充実を図りました。
　・職員の意識調査の実施や市民の意見を捉えるための新市民アンケートを実施
し，その対応状況を情報開示するほか，さわやかサービス推進チームの提案による
全職員共通のキャッチフレーズを掲載した啓発用プレートと胸章（ネーム）を一元化
するなど，職員の意識改革に取り組みました。
重点項目③
　・職員数，給与，勤務条件等を公表するとともに，「よくある問い合わせ」「市長への
提言」および「報道発表資料」の公表のためのシステムを構築し，平成１９年１２月か
ら運用を開始しました。
その他
　・財務会計システムの再構築に取り組みました。

○

○

○

○

  　秘書および渉外に関する事項
  　文書に関する事項
　　事務管理に関する事項
  　情報化の推進および統計に関する事項
　　他の部の主管に属しない事項

　議会および市の行政一般に関する事項
　職員の人事，給与および福利厚生に関する事項
　防災および危機管理に関する事項
　広聴および広報に関する事項

１．所掌事務

（写真）

平成１９年度　実績報告

【重点項目】

① 効果的かつ効率的な行
政運営と財政健全化の面
から，事務事業の見直しや
アウトソーシングの積極的
な推進等により，職員数の
適正化を図ります。

② 職員一人ひとりが改革
の必要性を認識し，実践に
つなげるよう，研修制度の
充実などにより，職員の意
識改革と育成を推進しま
す。

③ 人事給与等の状況や
「市長への提言」の内容の
公表，よくある問合せの回
答集の作成と公表などによ
り，適時適切な情報提供に
努めます。

目標達成度

成果と課題

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　１９件
　おおむね達成　　　　１９件
　ある程度達成　　　　　８件
　やや下回っている　 １２件
　かなり下回る
　全く出来なかった

取組項目　５９件

【取組・進捗状況】
　実施済　　４２件
　着手済　　１６件
　未着手
　中止
　未到来　　　１件

【効果額】
　歳入　　　５，４３６千円
　歳出　６７２，２３８千円

　 計　　６７７，６７４千円

正規職員数 所管課数

部局名 総務部

1586 7 2
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財務部長

大嶋　光晴

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

平成１９年度　実績報告

（写真）
部局名 財務部・出納室

正規職員数 所管課数

204 7 2 22

１．所掌事務

　　市の予算，税その他の財務に関する事項
　　財産管理に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

　行政運営の体質を改善ま
たは行政運営を効率化す
るうえで，財務部の課題で
ある次の項目を重点項目と
位置付け，改革を進めま
す。

①　市税の滞納整理の強
化および収納率の向上を
図るため，滞納管理システ
ムを活用し，税負担の公平
性の確保および「収入増対
策」に取組みます。

②　企画・予算・執行・決
算・評価の一体化や会計事
務の効率化，さらには，各
種システムとの連携を図る
ため，「新財務システムの
再構築」に取り組むととも
に，公会計の整備，業務コ
ストの公表など財務関係を
始めとした積極的な情報公
開を行います。

目標達成度

取組項目　５０件

【取組・進捗状況】
　実施済　　１２件
　着手済　　３７件
　未着手　　　１件
　中止
　未到来

【効果額】
　歳入　３８７，０４７千円
　歳出

　 計　　３８７，０４７千円

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　２２件
　おおむね達成　　　　　６件
　ある程度達成　　　　１０件
　やや下回っている　 　４件
　かなり下回る　　　　　 ８件
　全く出来なかった

成果と課題

【成果】
　平成１９年度においては，５０の実施項目のうち４９項目に取り組んだ結果，概ね当初
の目的を達成できました。
　このうち，収入増対策として，口座振替の加入促進や休日・夜間の窓口開庁などによ
り市税収納率の向上に努めるなど，成果が得られました。
　また，２０年度当初予算編成過程や編成状況等の公開や市税状況の公表をホーム
ページで行ったほか，２０年度当初予算における補助金・交付金の交付先・金額等の公
開（２０年４月に実施）を検討するなど，積極的な情報開示の推進に努めました。

【課題】
　未着手項目の「随意契約の見直し」については，施設管理委託業務などの見直しが
未着手となっており，組織機構の再編により，工事と物品の契約担当課が一元化され
たことを踏まえ，今後，工事契約の経験やノウハウを活用する中で，施設管理者等と連
携しながら，見直すべき課題と問題点を把握し，具体的な改善方策について検討する
必要があります。

今年度（２０年度）の取組方針

　未着手項目や効果額目標を下回る項目について重点的に取り組むとともに，着手済
項目についても，引き続き成果と結果が得られるよう進行管理に努め，年間目標を達
成します。
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健康福祉部長

香西　信行

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

平成１９年度　実績報告

（写真）
部局名 健康福祉部

正規職員数 所管課数

851 12 3 54

①　公民の役割分担の面
から保育所の民営化を進
めるとともに，総合老人
ホームひぐらし荘の運営形
態を見直し，民営化を検討
します。

②　外郭団体の自立化と市
負担の抑制を進めるため，
高松市福祉事業団の経営
改善に取り組むとともに，
高松市社会福祉協議会の
自立化を推進します。

③　国民健康保険事業や
介護保険事業などの特別
会計および企業会計の効
率的運営を図ります。

目標達成度

取組項目　６１件

【取組・進捗状況】
　実施済　　１６件
　着手済　　４５件
　未着手
　中止
　未到来

今年度（２０年度）の取組方針

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　２１件
　おおむね達成　　　　２５件
　ある程度達成　　　　　８件
　やや下回っている　 　６件
　かなり下回る　　　　　 １件
　全く出来なかった

成果と課題

【成果】
　平成１９年度の目標効果額１億，２，８６３万４千円に対し，決算見込で１億５，２７０万
１千円，目標効果額に対して１１９％の効果額となっており，目標は達成しています。
　特に，保育所の民営化については，地元住民において，当初，民営化に対して理解
が得られない情勢でありましたが，保護者説明会や地元自治会などへの説明会を重ね
る中で，２０年４月から３か年で５保育所を民営化する目標を達成できる見込みです。
　また，屋島ファミリーホームや庵治ほっとぴあんについて，２０年度から公募による指
定管理者に管理運営を委託することとしたほか，基本健康診査における自己負担金の
設定，合併町の保育料の統一，国民健康保険事業・老人保健事業におけるレセプト点
検の充実強化により，一定の成果を挙げることができました。

【効果額】
　歳入　　８９，７３９千円
　歳出　　６２，９６２千円

　 計　　１５２，７０１千円

【課題】
　課題としては，民営化や指定管理者制度見直しのうち，取組が予定より遅れているも
のがあり，今後，早急な対応が必要となっている状況です。

１．所掌事務

　　社会福祉に関する事項
　　社会保障に関する事項
　　保健衛生に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

　人口が減少し，少子・高齢社会が急速に進行する中，健康福祉部が抱える課題は沢
山ありますが，行財政改革計画に掲げる取組項目（61件）が達成できるよう，積極的に
取り組んでおります。
　なお，今年度の個別・具体の項目として，一部遅れているものがある民営化や指定管
理者制度見直しについて，重点的に取り組むとともに，特別会計の効率的運営や業務
の改善に引き続き取り組んでいきます。
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病院部長

田中　義夫

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

平成１９年度　実績報告

（写真）
部局名 病院部

正規職員数 所管課数

499 4 9

①　３病院の経営健全化の
取り組みを一層進めます。

②　市立病院を統合・再編
し，病院運営の効率化を図
ります。

目標達成度

取組項目　　５件

今年度（２０年度）の取組方針

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　　３件
　おおむね達成　　　　　１件
　ある程度達成
　やや下回っている
　かなり下回る　　　　　 １件
　全く出来なかった

成果と課題

【効果額】
　歳入　　９３，２０１千円
　歳出　　　４，９３０千円

　 計　　　９８，１３１千円

【成果】
　病院事業の効率的な運営に向けた種々の取組みを実施し，施設基準の積極的運用
や薬品・診療材料等共通物品等の購入価格統一による効率化など，一定の成果は挙
げられましたが，経営の健全化が図れるまでには至っていません。

【課題】
　総務省から「経営の効率化」など３つの視点に立った取組みを一体的に推進する，
「公立病院改革ガイドライン」が示されており，さらなる経営の効率化に取り組む必要が
あります。

　高松市民病院あり方検討懇談会からの提言を尊重するとともに，市議会や有識者等
で構成する「新病院基本構想検討懇談会」等の御意見などを踏まえて，高松市民病院
と香川病院を統合し，塩江病院を附属医療施設とする高松市新病院基本構想を策定し
ます。
　また，「公立病院改革ガイドライン」に基づく，病院改革プランをとりまとめ，病院経営
の健全化に取り組みます。

１．所掌事務

　　病院事業に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

【取組・進捗状況】
　実施済　　　３件
　着手済　　　２件
　未着手
　中止
　未到来
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環境部長

池尻　育民

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

平成１９年度　実績報告

（写真）
部局名 環境部

正規職員数 所管課数

237 7 2 26

１．所掌事務

　　廃棄物の処理および清掃に関する事項
　　環境保全に関する事項
　　その他環境衛生に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

①　事務事業の総点検によ
り，市民・事業者との協業を
進め，業務の合理化や効
率化に努めます。

②　市民サービスの向上と
業務の改善の観点から，合
併地区のごみ収集体制の
統一や粗大ごみ受付シス
テムの改善，高齢化社会に
対応する収集方法の検討
など，業務の改善を進めま
す。

【課題】
　回収物の搬出業務の見直しについては，次期最終処分場整備等との関係から，南部
クリーンセンター内処分場を延命させるため，当面，現在の搬出業務委託を継続する必
要があります。
　また，指定管理者の導入については，環境プラザの指定管理者として業務を受託で
きる団体が現在のところ見当たらないため，当分の間は導入を見送り，この間に団体
の育成に努めることとします。

今年度（２０年度）の取組方針

①継続事業については，１９年度の成果を継続できるよう再度事業内容等を精査しま
す。
②１９年度の目標達成度が低い事業については，事業内容を見直し，目標を達成でき
るよう努めます。
③２０年度から新たに目標効果額を設定している「合併町の一般廃棄物処理施設の統
廃合」，「散水車リースの見直し」など５事業については，目標効果額を達成できるよう，
事業を実施します。

【成果】
  平成１９年度においては，資源物売り払い方法の見直し等による収入の増加，公共事
業の見直しによる事業費の削減と特定財源の確保等に取り組み，効果額目標を上回
る成果が得られました。
　また，２７の実施項目全てに取り組み，特に合併協議事項の２０年度からのごみ収集
体制の統一については，説明会の開催等により合併地区住民の理解が得られました。
　※　効果額目標　２６６，８１６千円　→　実績３６７，７７７千円（１３８％）
　戦略的取組のうち，契約等の見直しや公共事業の見直しなどの事務事業の改革によ
り，目標効果額を上回る成果が得られました。
　事務事業の改善のうち，県の制度改正が必要なものについて県との協議を行いまし
たが，合意が得られないため中止としました。
　その他の項目についても，概ね当初の目的を達成できています。

成果と課題

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　１３件
　おおむね達成　　　　　５件
　ある程度達成　　　　　５件
　やや下回っている　 　１件
　かなり下回る　　　　　 ２件
　全く出来なかった

目標達成度

取組項目　２７件

【取組・進捗状況】
　実施済　　１６件
　着手済　　１０件
　未着手
　中止　　　　 １件
　未到来

【効果額】
　歳入　１２６，５７０千円
　歳出　２４１，２０７千円

　 計　　３６７，７７７千円
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産業経済部長

冨田　　繁

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

 【成果】

　取組・進捗状況，目的達成度とも，一定の成果を挙げています。

部局名 産業経済部

正規職員数 所管課数

　指定管理者制度導入施設については，指定管理者の公募に向け，サービスの向上と
施設機能の最大限の活用について再度検討を行うとともに，なお一層の経営改善を促
します。
　着手済項目については，今後，目標達成を目指し進行管理に努めます。

取組項目　３３件

【取組・進捗状況】
　実施済　　　５件
　着手済　　２２件
　未着手
　中止
　未到来　　　６件

今年度（２０年度）の取組方針

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　　８件
　おおむね達成　　　　　９件
　ある程度達成　　　　　９件
　やや下回っている     １件
　かなり下回る
　全く出来なかった

成果と課題

【効果額】
　歳入
　歳出　　６５，８７５千円

　 計　　　６５，８７５千円

【課題】
　指定管理者制度導入施設については，平成２１年度以降は公募により指定管理者を
決定する予定であるため，なお一層の経営改善および自主財源の確保に努めるよう促
す必要があります。

110 191

　塩江湯愛の郷センター，塩江奥の湯公園および庵治太鼓の鼻オートキャンプ場に
指定管理者制度を導入し，利用者サービスの向上と管理経費の縮減を図りました。
　財団法人高松勤労者総合福祉振興協会においては，インターネット宿泊予約の導
入と，宿泊料金の見直し，図書室の会議室への転用を行い，事業収入の確保を図
るとともに，管理経費の節減に努めました。
　中小企業勤労者福祉共済の一部事業を外部委託し，窓口受付時間の延長や新
規事業の実施などサービスの拡充を図り，会員の満足度を高める中で，人件費の
節減にも取り組みました。

①

②

③

平成１９年度　実績報告

（写真）

１．所掌事務

　　商業，工業および労政に関する事項
　　農地に関する事項
　　土地改良に関する事項
　　中央卸売市場に関する事項

6

　農業，林業および水産業に関する事項
　観光に関する事項
　競輪に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

①　高松テルサ，香南楽
湯，鬼ケ島おにの館等にお
いては指定管理業務の見
直しを行うとともに，塩江湯
愛の郷センターや庵治太鼓
の鼻キャンプ場等において
は指定管理者制度を導入
し，利用の促進と管理経費
の縮減を図る。

②　財団法人高松勤労者
総合福祉振興協会や高松
観光コンベンション・ビュー
ロー等の外郭団体につい
て，自主財源の確保と経費
節減，サービスの向上な
ど，経営改善指導を行い，
自立化を目指す。

③　中小企業勤労者福祉
共済事業や競輪事業など
の特別会計については，業
務の効率化や従業員の縮
減等による経費の節減に
努める。

目標達成度
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都市整備部長

井上　貴義

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

○ 市営住宅の維持管理業務において，団地ごとの個別発注から複数の団地を集約し
て発注する委託方法に見直し，経費の節減を図りました。

○ 高松マイロード事業において，新たに１１の団体を道路愛護団体に追加認定し，住
民との協働を推進しました。

○ 下水道施設の運転管理業務方法を一括委託や性能発注方式に見直すことなどによ
り，業務の安定化，効率化や，施設維持管理経費の節減を図りました。

　引き続き取組項目の目標達成に努めるとともに，目標達成度の低い市営住宅等の債
権回収については，負担の公平性や応益性の観点からも，さらに収納対策を強化する
など，積極的に取り組みます。

　行政運営を効率化するう
えで，都市整備部の課題で
ある次の項目を重点項目と
位置付け，改革を進めま
す。

①　部管理の施設維持管
理費の適正化を図るため，
土木施設にかかる中長期
的な維持管理計画（仮称）
の策定に取りかかるほか，
市営住宅の保全台帳・修繕
計画の作成を実施します。

②　公民の役割分担の面
から，さらなる指定管理者
制度の導入を検討したり，
既存の指定管理者業務の
見直し検討を開始します。

③　特別会計の透明性の
向上や効率的運用を図る
ため，「下水道事業特別会
計の改革」として，地方公
営企業法の適用への取組
を進めます。

目標達成度

取組項目　４１件

今年度（２０年度）の取組方針

319 12 1 48

部局名 都市整備部

正規職員数 所管課数

１．所掌事務

　　都市計画に関する事項
　　道路に関する事項
　　区画整理に関する事項
　　公園・緑地および自然環境の保護に関する事項
　　住宅および建築に関する事項

　交通安全対策に関する事項
　河川および港湾に関する事項
　建築指導に関する事項
　下水道に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　１２件
　おおむね達成　　　　　５件
　ある程度達成　　　　　６件
　やや下回っている　 　８件
　かなり下回る　　　　　 １件
　全く出来なかった　　　１件

成果と課題

【取組・進捗状況】
　実施済　　２３件
　着手済　　１０件
　未着手　　　０件
　中止　　　　 １件
　未到来　　　７件

【効果額】
　歳入　　　２，０５５千円
　歳出　３８６，７９５千円

　 計　　３８８，８５０千円

（写真）

平成１９年度　実績報告

【成果】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【課題】

　市営住宅等の使用料の収入額が計画額を下回るなど目標達成度の低い項目があ
り，今後目標の達成に向け，実効性が上がる具体的な対策を検討します。

　平成１９年度は３３の項目に取り組み，おおむね順調に成果が得られました。
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消防局長

髙橋　一成

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

  【成果】

　目標は，おおむね達成できた。

【課題】

１．所掌事務

平成１９年度　実績報告

（写真）
部局名 消防局

正規職員数 所管課数

486 9 62

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　　３件
　おおむね達成
　ある程度達成　　　　　３件
　やや下回っている
　かなり下回る
　全く出来なかった

今年度（２０年度）の取組方針

①　年次整備計画に基づく整備施設について具体的な検討を行います。
②　応急手当普及啓発の推進と再任用応急手当指導員資格者の効果的な活用を行い
ます。
③　職員適正化計画に基づく職員の適正配置を行います。
④　外郭団体の自主運営を推進します。
⑤　消防防災等のあり方検討委員会の設置，運営を行います。
⑥　消防職員の研修，派遣，交流を，効果的に推進するための計画を策定します。

①　合併に伴い増加した消
防屯所を始め，消防車両等
の年次整備計画の策定

②　応急手当普及啓発活
動の推進と応急手当指導
員の確保

③　職員の定員適正化計
画の策定

④　外郭団体の自主運営
化への推進

⑤　南消防署建設への取り
組み

⑥　消防職員の研修，派
遣，交流の実施と人材育成
計画の素案作り

目標達成度

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

　　消防に関する事項

　消防屯所等の年次整備計画については，諸状況の変化を踏まえ，毎年度検証す
るとともに，必要に応じて見直す必要があります。
　現南消防署の跡地活用策など，南消防署移転整備に伴い生じる諸課題につい
て，速やかに検討する必要があります。

①

⑤

　消防屯所・消防車両の年次整備計画を策定しました。
　応急手当普及啓発活動の積極的な推進（19年度：160回，3,676人）ならびに応急
手当指導員（6人）の養成を行うとともに，20年度で応急手当指導員2人の再任用を
計画しました。
　職員の定員適正化計画を策定しました。
　外郭団体の事務局専従職員の雇用や年間行事計画に沿った自主運営など，団体
主導による自主運営が図られ，事務局職員の事務負担の軽減が図られました。
　新南消防署建設に係る設計及び南消防署香川分署ならびに東消防署牟礼分署
の耐震診断を実施しました。
  消防職員の研修，派遣，交流を実施しました。

取組項目　　６件

【取組・進捗状況】
　実施済　　　３件
　着手済　　　３件
　未着手
　中止
　未到来

【効果額】
　歳入
　歳出　　　７，６１０千円

　 計　　　　７，６１０千円

成果と課題

①
②

③
④

⑤

⑥
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水道事業管理者

稲垣　基通

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

正規職員数 所管課数

【成果】
　平成１９年渇水の影響などにより未達成な項目もありますが，企業債借入額の抑制
や水道料金未収金回収の取組強化など，次に掲げる項目をはじめ，殆どのものについ
て，１９年度当初目標を達成しました。
①　企業債借入額の抑制
     平成１８年度に３０．０％であった起債充当率を平成１９年度には１８．３％としまし
た。
②　水道料金未収金回収の取組
     平成１８年度末未収額１６６，５７１千円のうち，平成１９年度には７８，６１４千円
　（４７．２％）を回収しました。
③　組織機構の見直し
　　 お客さまサービスの向上や事業推進体制を強化するため，給水維持室を独立した
　給水維持課とする組織の再編を図りました。また，下水道事業との統合についての
　検討に着手しました。
④　外郭団体等の見直し
　 　公民役割分担の観点からの規制改革や公益法人制度改革に対応し，水道事業運
　営の効率化，お客さまサービスの向上に向けた（財）高松市水道サービス公社の業
　務内容の見直しおよび組織再編について検討しました。

【課題】
　補助金の見直しにおいて，鉛管引替工事助成金交付制度（補助金）の助成件数が計
画目標をかなり下回っていることから，利用促進を含め，積極的に鉛管解消対策に取り
組む必要があります。

　Ｈ１９年度を初年度とする
「水道事業基本計画」の施
策・取組項目を着実に推進
することにより，より安全で
安定した持続可能な水道シ
ステムの構築を目指しま
す。

　事務事業の外部委託化・
電子化や組織機構の再
編，職員数の適正化など経
営の効率化を図ります。

　起債の抑制や水道料金
未収金回収の強化など財
政の健全化に努めます。

　広聴広報機能の拡充など
開かれた事業運営に努め
ます。

目標達成度

取組項目　１９件

【取組・進捗状況】
　実施済　　　５件
　着手済　　１４件
　未着手
　中止
　未到来

今年度（２０年度）の取組方針

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　　８件
　おおむね達成　　　　　５件
　ある程度達成
　やや下回っている　 　３件
　かなり下回る　　　　　 ３件
　全く出来なかった

　今年度においても，経営の効率化や財政基盤の強化のため，引き続き，アウトソーシ
ングの推進や職員数の適正化，水道料金未収金回収の強化に取り組むほか，より安
全な水の供給のため，鉛管引替工事助成制度の利用促進を図っていきます。
　また，公益法人制度改革のスケジュールに沿って（財）高松市水道サービス公社の業
務・組織の改革を推進するほか，局職員の育成について，局研修所の活用などによる
企業職員としての知識・技能の習得のほか，説明能力（対人折衝能力）の向上に向け
た実践的研修カリキュラムに取り組みます。

成果と課題

（写真）

【効果額】
　歳入　　７８，６１４千円
　歳出　　４４，３７３千円

　 計　　１２２，９８７千円

１．所掌事務

　　水道事業に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

部局名 水道局

182 6 19

平成１９年度　実績報告
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教育部長

松木　健吉

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

【課題】
　目標達成度の低い主なものとしては，収入増対策（広告料）における，サンクリスタル
高松の平面駐車場フェンスの広告掲載が，市全体の広告掲載方針が定まっていない
ため未着手となっているほか，菊池寛記念館において，入館者は増加しているものの，
観覧料増にはつながっていません。

今年度（２０年度）の取組方針

　学校教育に関する事項
　学校，社会教育の教育機関に関する事項
　文化財に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

１．所掌事務

　　教育委員会の会議に関する事項
　　社会教育に関する事項
　　学校給食に関する事項
　　人権教育に関する事項

平成１９年度　実績報告

（写真）
部局名 教育部

正規職員数 所管課数

545 9 1 25

　歳入の効果額目標が掲げられている実施項目のうち，予定より進捗が遅れている項
目については，目標達成に向け，鋭意努力します。
　合併協議事項の各項目については，着実に実施します。

　行財政システムの効率化
と財政健全化および職員の
意識改革と良質な公共
サービスの提供面を重視し
た取組みを重点に進めま
す。

目標達成度

取組項目　５５件

【取組・進捗状況】
　実施済　　２０件
　着手済　　２３件
　未着手　　　１件
　中止
　未到来　　１１件

【効果額】
　歳入　　１１，６８６千円
　歳出　　５３，７３７千円

　 計　　　６５，４２３千円

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　２６件
　おおむね達成　　　　　９件
　ある程度達成　　　　　４件
　やや下回っている　 　２件
　かなり下回る　　　　　 １件
　全く出来なかった　　　２件

成果と課題

【成果】
　平成１９年度に歳出を削減する実施項目については，高松市生涯学習情報システム
をかがわ電子自治体システムへ移行するなど，すべて実施済です。
　「外郭団体等の見直し」に掲げた(財)高松市学校建設公社については，平成２０年３
月をもって清算手続を終了しました。
　教育委員会の所管事務のあり方については，平成２０年度からの機構改革とともに，
教育委員会組織等の見直しを行いました。
　幼稚園のあり方については，懇談会において，意見の取りまとめが行われました。
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市議会事務局長

草薙　功三

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

部局名

平成１９年度　実績報告

（写真）

20 2 3

市議会事務局

正規職員数 所管課数

【課題】
　挨拶状・祝電の見直しに当たっては，送付先である四国内・県内市議会の理解が得ら
れるよう，本市の取り組みについて改めて周知する必要があります。

今年度（２０年度）の取組方針

１．所掌事務

　　議会活動の補助に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

　儀礼の見直しのうち，祝電・挨拶状の見直しを計画どおり実施します。

　議会交際費の見直し
　市議会間の儀礼（年賀状
等）の見直し

目標達成度

取組項目　　２件

【取組・進捗状況】
　実施済　　　２件
　着手済
　未着手
　中止
　未到来

【効果額】
　歳入
　歳出　　　３，４５１千円

　 計　　　　３，４５１千円

【目標達成度】
　達成　　　　　　　　　　　２件
　おおむね達成
　ある程度達成
　やや下回っている
　かなり下回る
　全く出来なかった

成果と課題

【成果】
　計画どおり進捗し，１９年度の目標は達成できました。
　議会交際費については，支出の見直しを行うことにより目標額以上の縮減効果が得
られました。
　また，儀礼の見直しについては，計画どおり年賀状の見直しを実施するとともに，２０
年度から予定していた祝電の見直しを一部前倒しして実施しました。
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監査事務局長

藤田　正勝

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

（写真）

平成１９年度　実績報告

部局名 監査事務局

正規職員数 所管課数

10 1 2

　「最小の経費で最大の効果を挙げること」，「組織および運営の合理化に努める」等，
地方自治法の趣旨に則って事務事業がおこなわれているかどうか，また，適法性およ
び妥当性の観点に留意しつつ，一層，行財政改革の視点に立った監査に取り組むこと
により，各部局の行財政改革推進に寄与したいと考えています。

　定期監査および行政監査
の実施に併行し，一層，行
財政改革に係る事務の監
査に取り組みます。

目標達成度

取組項目　　１件

【取組・進捗状況】
　実施済
　着手済　　　１件
　未着手
　中止
　未到来

【効果額】
　歳入
　歳出

　 計

今年度（２０年度）の取組方針

【目標達成度】
　達成
　おおむね達成　　　　　１件
　ある程度達成
　やや下回っている
　かなり下回る
　全く出来なかった

成果と課題

【成果】
　概ね当初の目的は達成しています。
　各部局の監査実施時に，折に触れ，行財政改革計画に搭載項目の進捗状況等を質
すことで，担当部局の喚起を促すことに繋がったと考えています。

１．所掌事務

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

【課題】
  定期監査等における時間的制約の中で，行財政改革計画の搭載項目について，内
容の分析等，より深く，踏み込んだ監査の実施が必要です。

　　地方自治法の規定に基づき，市の財務に関する事務の執行および経営に係る事業の管理のほか，市の執行
機関の権限に属する事務全般について，法令等に従って適正かつ効率的に処理されているかどうかについて監査
を実施する。
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選挙管理委員会事務局長

久利　泰夫

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

（写真）

平成１９年度　実績報告

部局名 選挙管理委員会事務局

正規職員数 所管課数

9 1 2

　投票区・投票所の見直し案を作成し，関係機関等に説明を行い成案を得ます。

　投票区および投票所の見
直しを検討します。

目標達成度

取組項目　　１件

【取組・進捗状況】
　実施済
　着手済　　　１件
　未着手
　中止
　未到来

今年度（２０年度）の取組方針

【目標達成度】
　達成
　おおむね達成
　ある程度達成　　　　　１件
　やや下回っている
　かなり下回る
　全く出来なかった

成果と課題

【成果】
　平成１９年７月に執行された参議院議員選挙の業務終了後に，投票区および投票所
の見直しに着手し，実施に向けて取り組みました。

ア　投票区の見直しに当たり，合併町の投票区の状況（投票所からの距離，投票所とな
る施設の状況，選挙人名簿登録者数等）を調査し，不均衡の是正および投票環境の向
上について検討しました。

イ　他都市の見直し状況について，調査を行いました。

【効果額】
　歳入
　歳出

　 計

【課題】
　合併後の投票区の見直しにより，投票所が遠くなるなど一部サービスが低下する区
域もあることから，市域全体のバランスや公平性なども配慮し配置を見直すとともに，
駐車スペースの確保や投票所入口の段差解消など投票しやすい環境づくりにも配慮
し，地域とのコミュニケーションを深め意見を聞く中で，選挙人の同意形成に努めます。

１．所掌事務

　　各種選挙の管理執行に関する事項

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　
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農業委員会事務局長

川原　譲二

人 課 室 係

２．取組目標と実績(総括的事項)

計画策定時
取組実績の評価(部局評価)

平成１９年度　　〔　☐中間　　■年度末　〕　

  行財政システムの効率化
と財政健全化の面を重視し
た取組みを進めます。

目標達成度

【取組・進捗状況】
　実施済
　着手済　　　１件
　未着手
　中止
　未到来

　農業経営者協議会等への補助は，平成２１年度から廃止しますが，合併時の調整方
針により，その後の対応について，改めて検討します。

取組項目　　１件

今年度（２０年度）の取組方針

【目標達成度】
　達成
　おおむね達成
　ある程度達成　　　　　１件
　やや下回っている
　かなり下回る
　全く出来なかった

1

１．所掌事務

　　農地転用等および農政活動に関する事項

平成１９年度　実績報告

（写真）
部局名 農業委員会事務局

正規職員数 所管課数

15 2

成果と課題

【効果額】
　歳入
　歳出

　 計

【成果】
　塩江町，香川町および香南町の農業経営者協議会等への補助については，合併協
議に基づき，補助期間経過後の平成２１年度から廃止することとなっています。このた
め，今年度の縮減額はありませんが，予定どおり取り組みました。
　各協議会と，補助期間経過後の対応を検討する必要があるため， 平成２０年１月に，
香南町農業経営者協議会会長と，再度の協議を行いました。

【課題】
　１９年３月，香南町農業経営者協議会会長から，２１年度以降において，協議会実施
事業への職員派遣や事務補助などの支援を要請されましたが，独自で自主的な管理
運営をしていただくよう回答しています。
　なお，合併前に各協議会等が実施していた，簿記記帳講習や経営分析，青色申告決
算，確定申告書作成などの研修事業は，１８年度から，本市の事業に組み入れ，実施
しています。

 


